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⑴　古
こ

墳
ふん

…王や豪
ごうぞく

族の墓。３世紀後半ごろから大型の前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

が大
や ま と

和（奈良県）地
ち

域
いき

につくられた。大
だい

仙
せん

（仁
にん

徳
とく

陵
りょう

）

古墳などが有名。古墳の頂
ちょう

上
じょう

やまわりには埴
はに

輪
わ

が並べられた。

⑵　ヤマト王権…大
おお

王
きみ

を中心に，大和と周辺地域の有力な豪族で構成された政
せい

権
けん

。５世紀後半には，九州地方か

ら関東地方までの各地域の権力者を支配下に置いた。豪族は氏
うじ

という集団をつくり，代々決まった仕事をした。

⑶　古墳時代…３世紀後半から７世紀。人々は竪
たてあな

穴住居に住み，鉄製の刃
は

先
さき

をつけた農具を用いた。

⑷　 ₅ 世紀ごろの東アジア…中国は漢
かん

民族の南朝と騎
き

馬
ば

遊牧民族の北朝に分かれていた。朝
ちょう

鮮
せん

半島は北部に高
こう

句
く

 

麗
り

，南部に百
く だ ら

済，新
し ら ぎ

羅が分立。伽
か

耶
や

（任
み ま な

那）地域の小さな国々はヤマト王権とつながりをもった。

⑸　渡来人…朝鮮から日本に移住する人々が増えた。これらの渡来人は，土木・建築や高級な絹
きぬ

織物・須
す

恵
え

器
き

な

どをつくる技術や，漢字・儒
じゅ

教
きょう

・仏教などを伝えた。

⑴　中国…６世紀末に隋
ずい

が統一。７世紀前半には唐
とう

がおこり，律
りつ

令
りょう

という法
ほう

律
りつ

や役所のしくみを整えた。都の長
ちょう

 

安
あん

は，人口が約100万人の国際都市として栄えた。唐はシルクロード沿いの諸国や，南のベトナムもしたがえた。

⑵　朝鮮半島…新羅が，７世紀後半に朝鮮半島を統一。

⑶　蘇
そ

我
が

氏…渡来人と結び，仏教導入に積極的だった豪族。敵対する物
もののべ

部氏を滅ぼし，権力を強めた。

⑷　聖徳太子（廏
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）の政治…推
すい

古
こ

天
てん

皇
のう

を助け，蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

と，天皇中心の国家のしくみを整えようとした。

①　冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

の制度…豪族の序列を明確にする。

②　十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

…役人の心がまえを示す。

③　遣
けん

隋
ずい

使
し

…新しい政治や文化を取り入れるため，小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

らを隋に派
は

遣
けん

。

⑸　遣
けん

唐
とう

使
し

…隋が滅びたあとの唐に派遣。

⑹　飛鳥時代…政治の中心が奈良盆
ぼん

地
ち

南部の飛鳥地方にあった時代。

⑺　飛鳥文化…最初の本格的な仏教を中心とした文化。聖徳太子がつくった四
し

天
てん

王
のう

寺
じ

や法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

など。

⑴　大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

…天皇中心の国家をつくるため，645年，中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

と中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

（のちの藤
ふじ

原
わらの

鎌足）らは蘇我氏を倒
たお

し，公
こう

地
ち

公
こう

民
みん

などの政治改
かい

革
かく

を進めた。中大兄皇子は百済を助けようと朝鮮半島に大軍を送るが白
はく

村
すきの

江
え

の戦い

で敗北。その後，天
てん

智
じ

天皇となり，戸
こ

籍
せき

をつくるなどした。

⑵　壬
じん

申
しん

の乱…皇
こう

位
い

をめぐる争い。勝って即
そく

位
い

した天
てん

武
む

天皇は，天皇中心の国家の建設を進めた。

⑶　大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

…701年，唐の律令をもとに定められ，律令国家のしくみが整った。

南　朝

高句麗

新羅

倭（
日
本
）

百
済
伽
耶（
任
那
）

洛陽
北　朝
らくよう

ルオヤン

こう　く　り

コ　グ リョ

シルラ

しらぎ

か

　や

わ

み
ま
な

イ
ム
ナ

く
だ
ら

ペ
ク
チ
ェ

ペ
ク
チ
ェ

▲Ⓑ５世紀ごろの東アジア

大和

大仙（仁徳陵）古墳

稲荷山古墳
いなり　やま

前方後円墳

▲Ⓐおもな前方後円墳の分布

シルクロード
海の道

　へいじょうきょう

フランク王国
東ローマ（ビザンツ）帝国

イスラム帝国
唐

日本

渤海

新
羅

平城京

メッカ

バグダッド

ローマ

長
安（
今
の
西
安
）

　シ
ー
ア
ン

ぼっかい

▲Ⓒ７～８世紀ごろの世界

ヤマト王
おう

権
けん

と渡
と

来
らい

人
じん

（図表のワーク 　①～⑦）教科書 P.₃₂・₃₃1

倭王が５世紀から武王までの５代にわたって使いを送る 　コ　　グ　

リョ ペクチェ シ ル ラ イ ム ナ

高温で焼いた土器

東アジアの統一国家／聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

と飛
あ す か

鳥文化（図表のワーク 　⑧～⑮，⑰，�～�）教科書 P.₃₈～₄₁2

日本が朝貢を行った シルクロードでローマと交易 土地は戸籍に基づいて人々に割りあてられた

今の西安（シーアン）

聖徳太子のおば

６世紀中ごろ百済から伝わる インドやギリシャの影響も見られる 現存する世界最古の木造建築
律令国家の成立（図表のワーク 　⑯，⑱～⑳）教科書 P.₄₂・₄₃3

白村江の戦い後，唐や新羅の侵攻に備
え，防人を置き，山城や水城を築いた

はくそんこう

天智天皇の死後におこった 死後，皇后であった持統天皇のころ，藤原京がつくられた

一に曰
いわ

く，和をもって貴
たっと

しとなし，
さからうことなきを宗

むね

となせ。
二に曰く，あつく三

さん

宝
ぽう

を敬
うやま

え。三宝
とは仏

ぶっ

法
ぽう

僧
そう

なり。
三に曰く，詔

みことのり

を承
うけたまわ

りては，必ず謹
つつし

め。

▲ Ⓓ十七条の憲法（一部）

教科書

学習のまとめ

単元
P.32〜43日本列島の人々と国家の形成⑵3
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古　
　
　

墳　
　
　

時　
　
　

代　

飛　

鳥　

時　

代

▼ ₇～ ₈ 世紀ごろの世界 ▼ ⑪が定めた　�　　

一に曰く，和をもって貴しとなし，さか

らうことなきを宗となせ。

（和を尊
たっと

び，争いをやめよ）

二に曰く，あつく三宝を敬え。三宝とは

仏法僧なり。（仏教を信
しん

仰
こう

せよ）

三に曰く，詔を承りては，必ず謹め。

（天皇の命令には必ず従
したが

え）

（一部）

東ローマ帝国

イスラム帝国
日本

メッカ

バグダッド

ローマ

フランク王国

㉓㉑

㉒

渤海

古墳…王や豪族の墓

　①　　 …特に大型の古墳。古墳の頂上やまわりには　②　 が並べられた

３世紀後半ごろから…　③　 （奈良県）地域に①が多くつくられた

③と周辺地域の豪族によって　④　　 という政権がつくられた

支配者は国内では　⑤　 ，中国では倭
わ

王
おう

とよばれた

５世紀後半には九州地方から関東地方までの各地域の権力者を支配

�豪族は先祖を共通にする氏という集団をつくり，代々決まった仕事で④
に奉

ほう

仕
し

した

　⑥　 …朝鮮から一族でまとまって日本に移住した人々

土木・建築や，馬具・絹織物・　⑦　 という土器をつくる技術，儒教・仏教

中国・朝鮮の統一

中国…６世紀末，　⑧　 が統一。７世紀前半には　⑨　 がおこった

朝鮮半島…７世紀後半，　⑩　 が統一

　⑪　　 …推古天皇を助け，蘇我馬子とともに政権をにぎった

　⑫　　 の制度…序列を示す　　⑬　 …小野妹子らを派遣　�を制定

　飛鳥時代には，法隆寺などの，　⑭　 教を中心とした　⑮　 文化が栄える

大化の改新…　⑯　　 と中臣鎌足らが蘇我氏を倒して政権をにぎる
�唐の制度をとり入れるために派遣した　⑰　 などの協力を得て，全国の土地と人民を国

のものとする　⑱　　 の方針を出す

壬申の乱…天智天皇の後の皇位をめぐる争い 勝利した人物が即位して　⑲　　 となった

　⑳　　 …701年に定められ，改新の方針をまとめる 律令国家のしくみが整う

学習のまとめを見て
図表を完成させよう図 表 の ワ ー ク

sg.tominaga
テキストボックス
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次の問いに答えなさい。

⑴　大阪府堺
さかい

市の大
だいせん

仙（仁
にん

徳
とく

陵
りょう

）古
こ

墳
ふん

に代表される，方形と円形を組み合わせた古墳の形を何というか。

� （ ）

⑵　古墳の頂
ちょう

上
じょう

やまわりに並べられた，円
えん

筒
とう

形や人などをかたどったものを何というか。

� （ ）

⑶　大和地域とその周辺の有力な豪
ごうぞく

族によって構成された政
せい

権
けん

を何というか。� （ ）

⑷　⑶の支配者は，国内では何とよばれたか。　 　�（ ）

⑸　⑶の政権が政治を行っていた３世紀後半から７世紀までの時代を何時代というか。�（ ）

⑹　７世紀中ごろまで，朝
ちょう

鮮
せん

半島北部を支配していた国を何というか。� （ ）

⑺　朝鮮半島南部で小国の統一を進めていた国は，新
しらぎ

羅とどこか。� （ ）

⑻　このころ朝鮮半島から日本に移り住んだ人々を何というか。� （ ）

⑼　⑻の人々がつくる技術を伝えた，高温で焼いたかたい土器を何というか。� （ ）

次の問いに答えなさい。

⑴　６世紀末に中国を統一し，中国の南北をつなぐ大運河を開いた国を何というか。�（ ）

⑵　７世紀前半に中国を統一して支配を広げ，シルクロード（絹の道）を通してヨーロッパと貿易を行った国を

何というか。� （ ）

⑶　７世紀後半に，朝鮮半島を統一した国を何というか。� （ ）

⑷　６世紀の日本で，渡来人と強い結びつきをもち，仏教を取り入れようとして，これに反対する物
もののべ

部氏を滅

ぼした豪族は何氏か。� （ ）

⑸　おばの推
すい

古
こ

天
てん

皇
のう

を助けて，蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

とともに政権をにぎったのはだれか。� （ ）

⑹　⑸の人物が，国家のしくみを整えようと，豪族間の序列を明確にするために定めた制度を何というか。

� （ ）

⑺　⑸の人物が，役人の心がまえを示すために定めたといわれるきまりを何というか。�（ ）

⑻　⑸の人物が，⑴と対等の立場で国交を結ぼうとして送った使節を何というか。� （ ）

⑼　⑸の人物が奈良県に建てた，現
げん

存
ぞん

する世界最古の木造建築の寺を何というか。� （ ）

⑽　⑸の人物は，だれを中心とした国をつくろうとしたか。� （ ）

次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　645年，蘇我氏が倒され，天皇中心の国家をつくるため， とよばれる一連の政治改
かい

革
かく

が始まった。

� （ ）

⑵　⑴では，すべての土地と人々を国有化し，天皇が支配する の方針が打ち出された。

� （ ）

⑶　⑴の政治改革を中心になって進めたのは， ① （のちの天
てん

智
じ

天皇）と ② （のちの藤
ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

）であった。

� ①（ ）　②（ ）

⑷　天智天皇の死後，皇
こう

位
い

をめぐって という争いがおこった。� （ ）

⑸　唐の律令をもとに701年に が定められた。� （ ）

⑹　⑸のような律令に基づいた政治が行われる国を という。� （ ）

ヤマト王
おう

権
けん

と渡
と

来
らい

人
じん

1

□

□

□

□

□

□

□
シ ル ラ

□

□

東アジアの統一国家／聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

と飛
あ す か

鳥文化2

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

律
りつ

令
りょう

国家の成立3

□

□

□
□

□

□

□

確　認　問　題 →類題演習　P.100
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1 次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。

⑴　下線部ⓐについて，次の問いに答えなさい。

①　資料のような形をした古墳を何というか。

②　古墳の頂上などに並べられた，円筒形や人な

どをかたどったものを何というか。

⑵　下線部ⓑについて，次の問いに答えなさい。

①　この政権を何というか。

②　この政権の支配者は，国内では何とよばれたか。

⑶　下線部ⓒについて，次の問いに答えなさい。

①　ヤマト王権の勢力を拡大する役割を果たした，これらの人々を何というか。

②　①の人々がつくる技術を伝えた，高温で焼いた質のかたい土器を何というか。

2 次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。

⑴　下線部ⓐの国と国交を結ぶために日本から派
は

遣
けん

された使節を何というか。

⑵　 ⓑ にあてはまる国名を答えなさい。　

⑶　下線部ⓒについて，次の問いに答えなさい。

①　聖徳太子が定めた，序列を示した制度を何というか。

②　聖徳太子が，役人の心がまえを示したものを何というか。

③　聖徳太子が，奈良県に建てた現存する世界最古の木造建築の寺を何というか。

⑷　下線部ⓓについて，次の問いに答えなさい。

①　中大兄皇子らが進めた一連の政治改革を何というか。

②　中大兄皇子とともに政治改革を進めた中心人物はだれか。

③　中大兄皇子は即
そく

位
い

して天智天皇となったが，天智天皇の死後，皇位をめぐっ

ておこった争いを何というか。

⑸　下線部ⓔについて，701年に定められた法律を何というか。

　王や豪族が出現すると，３世紀後半から４世紀には大和（奈良県）地域に大型

のⓐ古墳がつくられるようになった。やがて５世紀後半には，ⓑ大和と周辺地

域の有力な豪族で構成された政権が生まれ，九
きゅう

州
しゅう

地方から関
かん

東
とう

地方までの各地

域の権力者を支配下においた。

　５世紀から６世紀初めには朝鮮半島との交流もさかんになり，大量の鉄がも

たらされた。また，ⓒ朝鮮半島の人々の中には日本に移り住んだ人々も増えた。

資料

□

□

□

□

□

□

　６世紀の末に中国を統一したⓐ隋
ずい

は７世紀前半に滅び，代わって ⓑ がお

こった。また，７世紀後半には新
し ら ぎ

羅が朝鮮半島を統一した。このような東アジ

アの動きの影
えい

響
きょう

を受けながら，６世紀末から７世紀初めにかけてはⓒ聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（廏
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）が，７世紀中ごろにはⓓ中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

らが活
かつ

躍
やく

し，天皇を頂点とする

ⓔ国家のしくみの整備が進められた。

シ ル ラ

□

□

□

□

□

□

□

□

□

1　 学習の
まとめ

　 1

⑴　①

⑶　①

⑵

⑴

⑸

⑷　①

⑵　①

⑶　①

2　 学習の
まとめ

　 2・ 3

　　②

　　②

　　②

　　③

　　③

　　②

　　②

練　習　問　題

sg.tominaga
テキストボックス
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1 ５世紀ごろの東アジアを示した右の地図を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　地図中の①～④の国や地方の名を次から

それぞれ選び，記号で答えなさい。

ア　高
こう

句
く

麗
り

　　　　イ　百
くだら

済

ウ　伽
か
耶
や
（任

み ま な
那）　　エ　新

し ら ぎ
羅

⑵　このころ，地図中のＸの地
ち

域
いき

を中心に，

支配していた政
せい

権
けん

を何というか。

⑶　朝
ちょう

鮮
せん

半島から一族でまとまって日本に移

り住んだ人々を何というか。

⑷　⑶の人々は，右の図のような登り窯
がま

を使

う土器の製造技術を日本に伝えた。この土器にあてはまる

ものを次から選び，記号で答えなさい。

ア　縄
じょう

文
もん

土器　　　イ　須
す

恵
え

器
き

　

ウ　弥
やよい

生土器　　　エ　骨
こっ

角
かく

器
き

⑸　５世紀に倭
わ

王
おう

が中国の南朝に使いを送った理由を次から

選び，記号で答えなさい。

ア　銅
どう

鐸
たく

をつくるため。　　　　　イ　朝鮮の支配を認めてもらうため。

ウ　仏教の力を信じるため。　　　エ　政治的権力を認めてもらうため。

2 次のカードを読んで，あとの問いに答えなさい。

�

⑴　下線部ⓐについて，次の問いに答えなさい。

①　聖徳太子が定めた冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

とはどのような制度か。「序列」という語句を用

いて簡
かん

単
たん

に答えなさい。

②　聖徳太子のころに栄えた，仏教を中心とする文化を何というか。

⑵　下線部ⓑに代わって中国を統一した王朝を答えなさい。また，その王朝の都の

名前を答えなさい。

⑶　下線部ⓒは即位して天
てん

智
じ

天皇となったが，その死後，皇
こう

位
い

をめぐっておこった

争いを何というか。また，その後，即位した天皇の名前を答えなさい。

⑷　下線部ⓓについて，全国の土地と人民を国のものとするという方
ほう

針
しん

を何というか。

⑸　下線部ⓔについて，701年に定められた法
ほう

律
りつ

を何というか。

南　朝

北　朝

４

１

２

３

洛陽
らくよう

ルオヤン

X

□
□
□
□

　コ　　グ　リョ ペクチェ

イ ム ナ シ ル ラ

□

□

□

□

　６世紀末に女
じょ

帝
てい

の推
すい

古
こ

天
てん

皇
のう

が即
そく

位
い

す

ると，甥
おい

のⓐ聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

（廏
うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

）は政

治を行い，天皇中心の国家のしくみを

整えようとした。また，中国を統一し

たⓑ隋
ずい

に使いを送り，対等な立場で国

交を結ぼうとした。

カードＡ

　ⓒ中
なかの

大
おおえの

兄皇
おう

子
じ

と中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

は，蘇
そ

我
が

氏

を倒して政権をにぎり，ⓓ大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

とよばれる政治改
かい

革
かく

を行った。その後

も，天皇を中心とする国家の建設がお

し進められ，701年にはⓔ当時の中国の

律
りつ

令
りょう

にならったきまりが定められた。

カードＢ

□

□

□
□

□
□

□

□

1の答え

⑴　①

⑴　①

⑵王朝

都

⑶争い

天皇

⑷

⑸

2の答え

　　②

　　③

　　④

　　②

　

⑵

⑶

⑷

⑸

Keyプラス
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1 次の地図を見て，問いに答えなさい。

⑴　地図中の唐
とう

は，７世紀前半に中国を統一した王朝であ

る。この王朝について誤って述べたものを次から１つ選

び，記号で答えなさい。

ア　都の長
ちょう

安
あん

は人口100万人ほどの国際都市だった。

イ　ベトナムをしたがえて広大な地域を支配した。

ウ　中国の南北をつなぐ大運河を開いて，領土を拡
かく

大
だい

し

た。　

エ　シルクロードに沿
そ

った国々を従えた。� （ ）

⑵　次の文の に適する語句をそれぞれ答えなさい。

　唐が整えた法を ① といい，土地は ② に基づいて人々に割りあてられた。また，税や兵
へい

役
えき

なども課

せられた。日本は，熱心に学びとろうとした。� ①（ ）　　②（ ）

⑶　地図中のＸは，７世紀後半に百済・高句麗を滅ぼして朝鮮半島を統一した。Ｘの国名を答えなさい。

� （ ）

2 次の年表を見て，問いに答えなさい。

⑴　 Ａ にあてはまる豪
ごう

族
ぞく

を何というか。�（� 氏）

⑵　聖徳太子について，次の問いに答えなさい。

①　聖徳太子はどのような政治を行ったのか，「天皇」という語句を

用いて簡単に答えなさい。

�（ ）

②　聖徳太子が定めた左の史料の名前を書きなさい。また，聖徳太

子がこの史料を定めた目的を次から選び，記号で答えなさい。

ア　都を難
なに

波
わの

宮
みや

に移すため。　　イ　役人の心がまえを示すため。

ウ　豪族の序列をはっきりさせるため。　エ　戸
こ

籍
せき

をつくるため。

� 名前（ ）　　記号（ ）

③　聖徳太子のおばで，聖徳太子とともに政治を行った女性の天皇

はだれか。� （� 天皇）

⑶　 Ｂ にあてはまる中国の国名は何か。� （ ）

⑷　下線部ⓐについて，次の問いに答えなさい。

①　下線部ⓐと同じく中央集権化のため出された Ｃ の法律は何か。� （ ）

②　下線部ⓐの政治改革のときや①の法律などで，日本が法律に基づいた国家づくりを目指したのはなぜだ

と考えられるか。「外国」「対
たい

抗
こう

」という語句を用いて簡単に答えなさい。

�（ ）

⑸　次の説明にあてはまる天皇を，あとのア～ウからそれぞれ選び，記号で答えなさい。

①　奈良盆
ぼん

地
ち

南部に広大な藤
ふじ

原
わら

京
きょう

をつくった天皇。� （ ）

②　下線部ⓐを進めた中心人物が即位した天皇。� （ ）

③　下線部ⓑの乱に勝利して即位した天皇。� （ ）

ア　天
てん

智
じ

天皇　　　イ　天
てん

武
む

天皇　　　ウ　持
じ

統
とう

天皇

フランク王国
東ローマ帝国

イスラム帝国
唐

日本

メッカ

バグダッド

ローマ

長
安（
今
の
西
安
）

ていこく

ぼっかい

シ
ー
ア
ン

渤海

シルクロード（絹の道）
海の道

X

□

□ □

□

年代 で き ご と

587
593
607
645
672
701

Ａ 氏が物
もののべ

部氏を滅ぼす
聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が政治を始める
小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

を Ｂ に派遣する

ⓐ大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

が始まる

ⓑ壬
じん

申
しん

の乱
らん

がおこる
Ｃ が制定される

□

□

一�に曰
いわ

く，和をもって貴
たっと

しとなし，さか
らうことなきを宗

むね

となせ。
二�に曰く，あつく三

さん

宝
ぽう

を敬
うやま

え。三宝とは
仏
ぶっ

法
ぽう

僧
そう

なり。
三�に曰く，詔

みことのり

を承
うけたまわ

りては，必ず謹
つつし

め。
（一部）

□ □

□

□

□

□

□

□

□

得点アップ！ここで
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1 次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。⇨教科書P.44～50� （各 4点）

⑴　 Ａ に共通してあてはまる語句を答えなさい。 � （ ）

⑵　下線部ⓐでは, ₇₀₈年に発行された貨
か

幣
へい

が使われていた。この貨幣のことを何というか｡

� （ ）

⑶　 Ｂ にあてはまる地域を，次から選び，記号で答えなさい。

ア　九州北部　　　イ　九州南部　　　ウ　北海道　　　エ　瀬戸内海沿岸� （ ）

⑷　下線部ⓑのしくみのことを何というか。 � （ ）

⑸　下線部ⓒの一部をまとめた次の表の Ｘ ～ Ｚ にあてはまる語句をそれぞれ答えなさい。

　

Ｘ（ ）　Ｙ（ ）　Ｚ（ ）

⑹　下線部ⓓを何というか。� （ ）

⑺　下線部ⓔについて述べた，次の文の①，②にあてはまる語句をそれぞれ答えなさい。

　

①（ ）　②（ ）

⑻　下線部ⓕの文化を何というか。 � （ ）

⑼　下線部ⓖのうちの１つを答えなさい。� （ ）

⑽　右の史料は，下線部ⓗに収められた歌である。柿
かきの

本
もとの

人
ひと

麻
ま

呂
ろ

や大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

など，天皇から庶
しょ

民
みん

までの人々がつくった和歌が収められている。下線

部ⓗの歌集は何か，答えなさい。� （ ）

　710年に藤
ふじ

原
わら

京
きょう

から Ａ へ都が移された。以後約70年間を奈良時代とよぶ。 Ａ には，天
てん

皇
のう

の住居や

役所が置かれた平
へい

城
じょう

宮
きゅう

や寺院があった。多くの人々が住み，ⓐ様々な品物を売る市も置かれていた。

　平城宮には太
だい

政
じょう

官
かん

，神
じん

祇
ぎ

官
かん

などの二官八省の役所があり，地方には貴
き

族
ぞく

が国
こく

司
し

として派
は

遣
けん

された。また，

外交・防衛上重要な Ｂ には大
だ

宰
ざい

府
ふ

が置かれた。

　朝
ちょう

廷
てい

は，ⓑ戸
こ

籍
せき

に基づき６歳以上の男女に決まった広さの農地をあたえ，ⓒ人々は，様々な税，労
ろう

役
えき

，

兵
へい

役
えき

を負担した。743年には，朝廷は農地を増やすためにⓓ開
かい

墾
こん

を奨
しょう

励
れい

する命令を出した。

　ⓔ聖
しょう

武
む

天皇のころには，ⓕ仏教や唐
とう

の影
えい

響
きょう

を強く受けた文化が発達した。この文化は，唐だけでなく，

遠く西アジアや南アジアの影響も受けた，国際色豊かなものであった。ⓖ国のおこりや天皇の由来などを

まとめた歴史書やⓗ約4500首の和歌を収めた歌集もまとめられた。

□

□

□

□

□
□
□ Ｘ 収

しゅう

穫
かく

量
りょう

の約３％の稲
いね

を納める。
Ｙ 成年男子が，絹・麻

あさ

の布，魚などの地方の特産物を納める。
庸
よう

成年男子が，麻の布を納める。

雑
ぞう

徭
よう

成年男子が，国
こく

司
し

の監
かん

督
とく

のもとで，年間60日以内の労働につく。
兵士 成年男子の３人に１人が，年に平均36日間，国ごとの軍団で兵役につく。
Ｚ 兵士から選ばれ，３年間⑶の警備につく。

□

□
□

　聖武天皇は，仏教には国を安定させる力があると信じ，国ごとに（　①　）や国
こく

分
ぶん

尼
に

寺
じ

，都には（　②　）

と大仏をつくった。

□

□

□ 近
おう

江
み

の海
み

　夕波千鳥　汝
な

が鳴けば

心もしのに　古
いにしえ

思ほゆ

得点

／100点
定期テスト対策 ||| |||

実施時間のめやす⇨ 分教科書

標準編

25P.44~56

古代国家の展開⑴・
古代国家の展開⑵

単元４
単元５
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2 右の年表を見て，次の問いに答えなさい。⇨教科書P.52～56� （各 3点）

⑴　Ａについて，次の問いに答えなさい。

①　Ａを行った天皇はだれか。

� （ ）

②　次の文の にあてはまる役職を答えな

さい。� （ ）

　　　

⑵　 Ｂ にあてはまる役職を答えなさい。また，坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

が抵
てい

抗
こう

をおさえた，東北地方の人々がどのよ

うによばれていたか，答えなさい。� 役職（ ）　東北地方の人 （々 ）

⑶　 Ｃ ・ Ｄ にあてはまる仏教の宗派を答えなさい。また， Ｃ ・ Ｄ の中心となる寺院を次から

それぞれ選び，記号で答えなさい。� Ｃ宗派（ ）　寺院（ ）

 Ｄ宗派（ ）　寺院（ ）

ア　金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

　　　イ　法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

　　　ウ　延
えん

暦
りゃく

寺
じ

　　　エ　四
し

天
てん

王
のう

寺
じ

⑷　Ｘの時期に，中国，朝
ちょう

鮮
せん

半島で滅
ほろ

びた国々の正しい組み合わせを次から選び，記号で答えなさい。

ア　中国－隋
ずい

　朝鮮半島－新
しらぎ

羅　　　　イ　中国－唐
とう

　朝鮮半島－新羅� （ ）

ウ　中国－隋　朝鮮半島－高
こう
句
く
麗
り
　　　エ　中国－唐　朝鮮半島－高句麗

⑸　 Ｅ について，次の問いに答えなさい。

①　右の資料は， Ｅ にあてはまる人物について述べたもので

ある。 Ｅ にあてはまる人物はだれか。

� （ ）

②　①の人物の一族は，摂
せっ

政
しょう

や関
かん

白
ぱく

の地位を独
どく

占
せん

して，天皇に代

わって政治を行った。このような政治を何というか。

　 � （ ）

③　 Ｅ の人物が摂政のころの社会の様子を述べた文として誤っているものを次から１つ選び，記号で答

えなさい。� （ ）

ア　戸
こ

籍
せき

がつくられなくなった。　　　　　イ　班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅ

が行われなくなった。

ウ　荘
しょう

園
えん

が全国各地で増えていった。　　　エ　小さなクニどうしの争いがおこった。

⑹　Ｆは，このころ社会不安が高まり，念仏をとなえて阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

にすがり，極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

に生まれ変わることを願

う信
しん

仰
こう

が広まったことと関係が深いできごとである。このような信仰を何というか。

� （ ）

⑺　年表中の９世紀ごろから発達した文化について，次の問いに答えなさい。

①　このころの文化を何というか。� （ ）

②　このころ，紀
きの

貫
つら

之
ゆき

らが編集した和歌集を何というか。� （ ）

③　このころの貴族の邸
てい

宅
たく

は，自然を庭園に取り入れ，いくつもの建物が廊
ろう

下
か

などで結ばれている。このよ

うな建築様式を何というか。� （ ）

年代 できごと

794

797

806

816

1016

1053

平
へい

安
あん

京
きょう

に都を移す………………………………Ａ

坂上田村麻呂が Ｂ に任命される

最
さい

澄
ちょう

が Ｃ を広める

空
くう

海
かい

が Ｄ を広める

Ｘ

Ｅ が摂
せっ

政
しょう

となる

平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

がつくられる……………………Ｆ

□

□

　平安京に都を移したＡは，律
りつ

令
りょう

政治を

立て直すために，国ごとに派
は

遣
けん

していた�

の不正を厳しく取りしまった。

□
□

□
□
□
□

□

　シ　ル　ラ

　コ　　グ　リョ

□
　この人物は，娘

むすめ

の威
い

子
し

が天皇のきさきに

なったときに，このような歌をよんだ。

　この世をば　わが世とぞ思う

　望
もち

月
づき

の　かけたることも　無しと思えば
□

□

□

□

□

□
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1 右の年表を見て，あとの問いに答えなさい。⇨教科書P.44～50� （各 5点）

⑴　Ａの下線部に基づく政治について，次の問いに答

えなさい。

①　次の資料Ⅰは，律令国家の政治のしくみを示し

ている。 ａ～ｃにあてはまる語句をそれぞ

れ答えなさい。

Ⅰ

ａ（ ）　ｂ（ ）　ｃ（ ）

②　班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅ

について述べた次の文の Ｘ ・ Ｚ にあてはまる数字と Ｙ にあてはまる語句をそれぞ

れ答えなさい。

　

Ｘ（ ）　Ｙ（ ）　Ｚ（ ）

③　資料Ⅱは，調
ちょう

・庸
よう

の都への運
うん

搬
ぱん

日数を示している。資料Ⅱから読み取れ

ることをまとめた次の文の にあてはまる文を簡単に答えなさい。

　　

（ ）

⑵　Ｂの下線部は，現在のどこにつくられた都か。都道府県名を答えなさい。

　　 � （ ）

⑶　 Ｃ には，全国の国ごとにつくられた，自然や地理などを集めた書物が

あてはまる。これを何というか。� （ ）

⑷　Ｄが行われた理由を次から選び，記号で答えなさい。� （ ）

ア　都での仏教の勢力をおさえるため。

イ　仏教を朝
ちょう

廷
てい

の役人に広く信
しん

仰
こう

させるため。

ウ　国
こく

司
し

が仕事を行うための場所をつくるため。

エ　仏教によって，国の政治や社会を安定させるため。

⑸　Ｅで開
かい

墾
こん

を奨
しょう

励
れい

したことにより，どのような変化がおこったか。簡単に答えなさい。

（ ）

⑹　Ｆについて，このころ，唐
とう

から何度も遭
そう

難
なん

しながらも来日し，日本に寺院の制度などを伝えた僧
そう

はだれか。

　 � （ ）

□ 年代 できごと

701

710

713

741

743

752

大
たい

宝
ほう

律
りつ

令
りょう

がつくられる………………………Ａ

平
へい

城
じょう

京
きょう

に都が移される………………………Ｂ

国ごとに Ｃ をつくる命令が出される

国ごとに国
こく

分
ぶん

寺
じ

・国分尼
に

寺を建
こん

立
りゅう

する命�

令が出される…………………………………Ｄ

墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざい

法
ほう

が出される…………………Ｅ

東大寺の大仏が完成する……………………Ｆ

□
□
□

中務省
式部省
治部省
民部省
兵部省
刑部省
大蔵省
宮内省

神祇官
じん ぎ かん

（九州）
国司 郡司 里長
国司 郡司 里長

ａ

ｂ
ｃ

□
□
□

　班田収授は， Ｘ 歳
さい

以上の男女に Ｙ とよばれる農地をあたえるもので，収
しゅう

穫
かく

量
りょう

の約 Ｚ ％

の稲
いね

は，租
そ

とよばれる税として納められた。

□ Ⅱ
3日以内
10日以内
20日以内
30日以内
31日以上

資料Ⅱから， 人ほど，庸や調の負担が大きかったことがわかる。

□

□

□

□

□

得点

／100点
定期テスト対策 ||| |||

実施時間のめやす⇨ 分教科書

応用編

30P.44~56

古代国家の展開⑴・
古代国家の展開⑵

単元４
単元５
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2 次の文を読んで，あとの問いに答えなさい。⇨教科書P.52～56� （各 5点，⑵・⑷各完答）

　

⑴　下線部ⓐについて，次の問いに答えなさい。

①　 Ａ にあてはまる都の名を答えなさい。� （ ）

②　桓武天皇の政治について述べている文を次から選び，記号で答えなさい。� （ ）

ア　税や労役，兵役などの負担を，それまでよりも重くした。

イ　初めて全国にわたる戸
こ

籍
せき

を作成させた。

ウ　国
こく

司
し

の不正を厳しく取りしまった。

エ　行
ぎょう

基
き

の行動を重んじて，大仏の建
こん

立
りゅう

のために取り立てた。

⑵　 Ｂ ・ Ｃ にあてはまる語句をそれぞれ答えなさい。

Ｂ（ ）　Ｃ（ ）

⑶　下線部ⓑについて，資料Ⅰから読み取れる

ことを述べた次の文の（　　　）にあてはまる

内容を，簡単に答えなさい。

　

（ ）

⑷　下線部ⓒが全
ぜん

盛
せい

期
き

だったのは，だれのころか。資料Ⅰから２人選び，それぞれ答えなさい。

　　 � （ ）　（ ）

⑸　資料Ⅱは，下線部ⓓのころに建てられたものである。この建物を何

というか。� （ ）

⑹　下線部ⓔについて，次の問いに答えなさい。

①　かな文字を使って書かれた，「源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

」の作者を次から選び，

記号で答えなさい。� （ ）

ア　大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

　　　イ　清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

　　　ウ　紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

　　　エ　紀
きの

貫
つら

之
ゆき

　

②　かな文字がつくられたことによって，①のような文学作品が生まれた理由を「気持ち」という語句を用

いて，書き出しに合うように答えなさい。

（かな文字が　 � ）

　貴
き

族
ぞく

の勢力争い，僧
そう

侶
りょ

の政治への口出しなどで政治が乱れたことから，ⓐ桓
かん

武
む

天皇は794年に　　　に都

を移し，政治の立て直しを行った。朝
ちょう

廷
てい

では，９世紀中ごろから藤
ふじ

原
わら

氏が力をもつようになった。藤原氏

は，天皇が幼いときは Ｂ ，成長すると Ｃ となって，ⓑ天皇に代わって政治を動かすようになった。

このような政治を，ⓒ摂
せっ

関
かん

政治という。

　この時代には，新しい仏教が生まれ，皇
こう

族
ぞく

や貴族の間に広まった。ⓓ念仏をとなえて阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

に救いを

求め，極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

に生まれ変わることを祈
いの

る信仰も，皇族や貴族のあいだに広まった。また，庶
しょ

民
みん

のあいだ

にも念仏が流行した。

　そして，遣
けん

唐
とう

使
し

が停止されたことによって，唐の文化の影
えい

響
きょう

が弱まっていき，ⓔ日本の風土やくらしに

合った文化が栄えた。

Ａ

□

□

□
□

□ Ⅰ
房前
ふささき

光明子（聖武）
こうみょう し しょう む

不比等
ふ　ひ　と

鎌足
かまたり

冬嗣
ふゆつぐ

良房
よしふさ

基経
もとつね

忠平

穏子

時平

ただひら

ときひら

師輔
もろすけ

兼家
かねいえ

道長
みちなが

れいぜい

ご　す ざく

安子
あん し

おん しめい し

明子
（文徳） （醍醐）

（村上）

（　　）は藤原氏の女子をきさきとした天皇

頼通

超子
ちょう し

威子（後一条）
い　し

嬉子（後朱雀）
き　し

妍子（三条）
けん し

よりみち

彰子（一条）
しょう し

（冷泉）

だい ご

　資料Ⅰの系図から読み取れるように，
藤原氏は（　　　）ことによって天皇との
結びつきを強めていた。そして，生まれ
た子を天皇に即

そく

位
い

させて，政治の実権を
にぎった。

□
□

□ Ⅱ

□

□

sg.tominaga
テキストボックス




